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に退席するわけにもいかない。さすがにそこまでやる勇気も
ない。前もって声を掛けてもらうならばともかく、突然の指
名では逃げようがないのだ。断る権利はない状態に立たされ
ているといっても過言ではないだろう。正直言って、その不
躾さには腹が立つ。頭の中も混乱する。だが、逃げ場がない
以上、壇上に登る他ない。その昔、ビッグ・ブッグの書名の
候補として「出口」が上がったそうだが 「神様、私にも出１）、
口をお与えください」という心境である 。
仕方がない。変えられないものを受け入れて 「さあ、ど、

うしたものか」と、懸命に頭を働かす。頭の中はパニック状
態、内心では腹が立ちつつも、極力穏やかな口調で話すよう
に努める（ささやかな抗議として、突然の指名で驚き戸惑っ
ていること、事前に声を掛けて欲しい旨をやんわりと話して
いるのであるが、同じことが繰り返されるということは、悲
しいかな伝わっていないようである 。そしてＡＡにとって）

、 。少しでもメリットのある話は何かと 懸命に言葉を紡ぎ出す
何分話したらよいのだろうか？まあ 長すぎず短すぎず あ、 。「
あ、何てとりとめのない話なのだろう」と、言葉を紡ぎなが
らも我ながら情けなくなってくる。講壇に隠れて見えないも
のの、水面下では足をバタバタと動かしているのである。
職業上、関係者というものはプライベートな時間を利用し

て参加していたとしても、メンバーからの役割期待に応える
義務があるのだろうか？それとも、関係者であるからには、
指名されることを覚悟の上で、 のイベントに参加するくAA
らいでないと、職業人としては未熟なのであろうか？ささや
かな抗議も伝わらない現状に、いつの日からか、腹をくくっ
て出かけるようになった。
それでも、メンバーが「関係者」の話に何を期待している

のか、その意図が未だにわからないでいる。それは 「関係、
者」の話を期待する割には、何を意図して依頼しているのか
主催者側の 主体性 が見いだせなからである もしも よ「 」 。 、「
その地域・地区では関係者に話をしてもらっているのだか
ら、うちでも何か話してもらおう」とか「これまでも関係者
の話がプログラムに盛り込まれてきたのだから今回も盛り込
むべきであろう」というのであれば、あまりにも主体性がな
さすぎると批判せざるを得ない。
「ＡＡは自立している」とはよく耳にする。だが、それは

伝統７に「外部からの寄付を辞退して完全に自立すべきであ
る」とあるように、金銭に限ったことなのであろうか。金銭
に関する自立については後述するが 「自分たちは、
自立している」と主張するならば、通常、金銭以外
のあらゆる面でも自立していると受け取る
ものである。自分たちが主催している会合
において何を話してもらいたいのか、その
意図さえも示せぬまま、関係者に「何でも

ＡＡと交友関係を結ぶようになって何年かが経とうとして
いる。友人として日頃から私がＡＡに感じていることを率直
に述べていきたいと思う。ＡＡにとっては辛辣な意見かもし
れない。だが、以下に述べることは、ＡＡやメンバーの方々
を傷つけることを目的としているわけではない。むしろ、Ａ
Ａとその友人である保健・医療・福祉など関係者との相互関
係をより良きものに発展するために、前向きに検討するきっ
かけとなればとの願いから、僭越ながら意見を述べさせてい
ただくことをあらかじめお断りしておく。
なお、本文の内容については、地域の問題として考えてい
ただきたいとの思いから、地域委員会の場を借りて直接お話
させていただいた。真摯に受けとめてくださった当該地域の
方々に改めて御礼申し上げる。ただ、ある方に相談したとこ
ろ 「それは、その地域に限定された問題ではなく、他の地、

BOX-916域でも同じようなことが起きている可能性がある。
に書いてもらえるのならば、ＡＡ全体の問題として考えるき
っかけとなるだろう」との励ましをいただいた。そこで、あ
えて全国のＡＡの皆さんに申し上げる次第である。なお、こ
れは一関係者の個人的な体験に基づく私見であり、関係者全
体を代表したものではないことを付記しておく。

さて、前置きが長くなったが、そろそろ本題に入ろうと思
う。正直言ってこの数年、私はＡＡのオープンスピーカーズ
・ミーティングやパブリック・ミーティングなど、 のイAA
ベントに出席することに、いささかためらいを感じている。
もちろん、メンバーの話を聞くことは楽しみである。また、
内心大丈夫だろうかと心配していた人の元気な姿に出逢うと
嬉しくなる 「こんにちわ 「来てくれてありがとうございま。 」
す 、そんな何気ないあいさつを交わしたり、しらふの生活」
を楽しんでいるメンバーの生き生きした姿とふれあうひとと
きも楽しみだ。
だが、どうしても憂鬱になってしまうのが 「関係者」と、

して何か話をするよう依頼されてしまうことである。私はＡ
Ａに好意を抱いているし、日頃からＡＡのメンバーには何か
とお世話になっていることもあり、少しでも役に立てること
があるならばできる範囲で引き受けるつもりである。である
から、スピーチを頼まれることそのものは、決して不快なこ
とではない。
しかし、どうしても受け入れがたいことがある。ひとつめ
、 「 」 、は 突然 次のスピーチをお願いします と耳打ちされたり

ひどいときには、何の予告もなしに、どれぐらいの時間話し
たらよいのかも示されぬまま指名されてしまうことである。
私としては まったくの不意打ちとしか言いようがない パ、 。「
スします」と言ってしまおうかとの反発心も生まれるときも
ある。だが、面が割れているのだから無視したり、おもむろ
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るのだろうか？そもそもＡＡにとって、友人とは何であろう
か？本当にＡＡには友人が必要なのだろうか？何も関係者の
友人などいなくとも、ＡＡの仲間だけで充分ミーティングや
イベントを運営することはできるだろう。真剣に実践してい
るのならばステップの効果は絶大なようであるし、メンバー
シップがうまくいっていれば、しらふの生活を充分満喫でき
るのではないだろうか？なのに、なぜＡＡでは関係者を「友
」 、 、人 と定義し 友人関係をつくろうとするのだろうか？ぜひ

メンバーの方々の考えをお聞かせ願いたい。

ところで、スピーチといえば、結婚式を連想する。通常、
結婚式の披露宴でスピーチを頼む友人は、ごく親しい友人で
ある 「自分にはこんな友人がいるんだ」という自己顕示欲。
の固まりではない限り、社会的地位は高いが表面的なつき合
いにすぎない友人になどスピーチはおろか、よほど招待客が
埋まらない限りは、披露宴にさえも招待しないだろう（もっ
とも、招かれた方も戸惑であろう 。無礼講の二次会ならば）
ともかく、披露宴の席でスピーチを依頼するほど親密な友人
でさえ、前もってお願いするのが礼儀である。それなのに、
なぜＡＡでは関係者を「友人」と表現しながら、前もってス
ピーチの依頼をしないのか、私にとっては不思議で仕方がな
い。
ひょっとしたら、メンバーは即興で正直に話をしているの

だから、まして関係者は「プロ」なのだから、何の戸惑いも
なく、言葉なんて泉のごとく沸いてくるものであるととらえ

「 」 、られているのだろうか？もしも 関係者 というものに対し
そのような期待が寄せられているのならば 「残念ながら、、
私は不適格です」と辞退しよう。

受け入れがたいことのふたつめは、社会的に見なされてい
る序列を飛び越えられることである。これも、披露宴を例に

。 、 、して述べてみよう 通常 披露宴におけるスピーチや芸当は
社会的序列にしたがって展開される。まさか、命を投げ打っ
てでも惜しくないほどの「大親友」だからといって、主賓の
挨拶を差し置いて「友人代表」のスピーチを優先するなどと

。 、「 、 、 」いうことはしない 内心 退屈だ 面倒だ 馬鹿馬鹿しい
と思っていたとしても、守るべき順番は守るというのが社会
的常識である。
それがどういうわけかＡＡでは、ときどき社会的には常識

と考えられる順番を飛び越えてしまうことが起こるのだ。お
そらく、個々のメンバーは、普段は社会人として守るべき順
番をわきまえた行動をされていることだろう。そうでなけれ
ば、仕事だって上手くいくはずなく、クビになるか窓際に追
いやられているはずだ。だが、ひとたびＡＡのキャンパスに
入ってしまうと、ＡＡメンバー間における「対等」を、関係
者にまで持ち込んでしまうようである。
断っておくが、私はＡＡにおけるメンバー間の「対等性」

を心からすばらしいことと敬服している。たしかに、メンバ
ーも関係者も人間として対等である。関係者にしても、職業
や肩書き、年齢、性別などの諸要素によって、さまざまな序
列が歴然としているものの、人間としては対等であることに
変わりはない。だが、一個の人間としては対等であっても、
「関係者」という職業的立場を背負っている者にとっては、
上司を差し置いて何事かを頼まれたり、自分よりも社会的地
位の高い人を飛び越されたり、最も大事につき合うべき地元
の関係者を差し置いて、他地域の関係者を優先するなど、Ａ
Ａの常識（対等性）を持ち込まれてしまっても戸惑うばかり

結構ですから話してください」などとべったり依存している
ようでは、とても自立しているとは思えない。
だからこそ、事前にスピーチを頼まれた場合には、なぜ私

に依頼するのか、何を目的としているのか、どんな話を期待
しているのか問うことにしている。問われたメンバーは戸惑
った様子を見せるが それでもなお私が問い詰めるのは 関、 、「
係者」である私にスピーチを依頼するということは、ＡＡの
広報をする上で私の職業的立場を活用したいとの意図がある
はずだと考えているからだ。ＡＡが、共通の問題を持った人
たちの集う仲良しグループではなく 「いま苦しんでいるア、
ルコホーリクにメッセージを運ぶ」という目的を達成するた
めに、メンバー自身が主体となって機能しているセルフヘル
プグループであるからには、自分たちの足で立ってもらいた
いのだ。
しかしながら突然のスピーチ依頼では、ＡＡ側の主体性す

。 、 、ら話し合う余地もない だから ＡＡの意図がわからぬまま
「きっと指名されるのだろうな」と、腹をくくって出かけた
ものの、常に居心地悪い心境で指名される瞬間を迎えるので
ある。
何を話そうか考えているようでは「正直でない」と批判さ

。 、 、れる方もいるかもしれない しかし 私は有名人ではないが
メンバーのように無名で話しができる立場ではない。スピー
チの前に、必ず、所属、肩書き、名前を紹介される以上は、
専門的な立場としての役割期待を寄せられて指名されている
のであろうと考えるのだ。もしも、ノンアルコホーリクの立
場にある生身の人間としての「正直さ」が求められているの
ならば、所属や肩書きなど必要なく 「ＡＡの友人の○○さ、
」 。 、 、ん と紹介されるはずである それならば 生身の私として

思いついたまま自由に話をしよう。その代わり、そこで話し
たことは、メンバーと同様、その場に置いていっていただき
たい。△△の○○さんが、ああ言っていた、こう言っていた
などと口外されてしまうのは、肩書きを背負い自分の言葉に
責任を持って話す職業人としての私ならばともかく、無防備
で生身の私には到底耐えられそうにないからである。

それにしても、関係者のことをＡＡの「友人」とは、よく
ぞ表現したものである。恋人でもなければ、まして夫婦でも
ない。あくまでも「友人」なのだ。だから、別れるのに面倒
な手続きなど必要ないし、複数の人と親密な関係を持ってい
ても何の問題も発生しない。極論を言ってしまえば、相手に
その気がないのに一方的に自分の思いこみだけで「恋人」の
ように振る舞ったり、性的関係を迫ったり、つきまとったり
したのなら 「ストーカー 「セクハラ」と問題になる。しか、 」
し「友人」ならば、たとえ一方的な思いこみであったとして
も 「あいつは自分のことを勝手に友人だと思いこんでいる、
みたいだけど、まあいいか」と、軽く受け流すこともできる
のだ。こう考えてみると 「友人」とは実体があるようでな、
いような、曖昧模糊とした人間関係なのかもしれない。
また 「友人」とは、どの程度のつき合い方をしたって構、

わない関係でもある。親密になろうと、表面的であろうと、
つき合いたいときだけつき合うという気まぐれなものであろ

、 、 。 、うと つき合い方の選択は幅広く 互いに自由なのだ だが
自由度が大きい分だけ、友人という関係は危ういといえる。
友人関係を継続するには、まして「親友」としてつき合い続
けたいと願うのならば、互いの立場を尊重し合うことは必須
である。
果たしてＡＡは、関係者とどんな「友人関係」を望んでい
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てしまった。まあ、こちらはそもそもＡＡで金儲けしようと
は考えていないので、別に謝金についてはどうでもよいとい
えばどうでもよい部分でもある。
だが「どうでもよい」で済ませてよいのだろうか。ＡＡメ

ンバーの場合なら 「あくまでも職業化されずアマチュアで、
なければならない（伝統８ 」とあるように「無償」が当た）
り前である。だが、関係者までも無償というのは伝統７「す
べてのＡＡグループは、外部からの寄付を辞退して、完全に
自立すべきである」に抵触するのではないかとの疑問を抱い
ていたからだ。だが 「ない」と言われてしまうと 「出せ」、 、
とはさすがに言いにくい。また、恥ずかしながらも、謝金を
要求して「欲張り」と思われるのも嫌だなという、変な見栄
も働いてしまうのだ。だから、納得はできないが 「まあい、
いか」と気を治めたのである。
ところが、幸か不幸か話をさせてもらいに行った地域委員
、 、会で イベントの余剰金をどう分配するかとの議案が出され

その金額を知ってしまったのだ。提示された余剰金は、私の
予測を上回る金額であった。その配分を巡り、さまざまな意
見が提示されたが、金がないからお礼は出せないと言われた
「関係者」への謝礼などという考えは微塵もでなかった。私
はあくまでも委員会の場では、オブザーバーであるため、意
見を言う権利はない。ただ、なぜメンバーは「金がない」と
言いながら、これほどの「余剰金」の存在に疑問が出てこな
いのか苛立ちを感じるだけであった。
ちょうど昼休みに入ったので、たまりかねてあるメンバー

に「私は という気分よ。金がないからお礼は出"OhmyGod!"
せないと言われ、あきれつつも黙っていたけれど、余剰金の
額を聞いて驚いた。余剰金がありながら私たちに謝金を払え
ないというのはどういうこと？話す方は、スピーチに向けて
どれだけの時間、労力、知力、体力を費やしたことか。ＡＡ
は外部からの寄付を一切受け取らないといいながら、これら
の労力に対して謝金を払わないことが、イコール外部からの
寄付を受け取っている結果になっていることに気がつきませ
んか」と言ってみた。そのメンバーは驚いた様子で 「今言、
われて初めて気がつきました 。そして 「実は、先行く仲間」 、

。 、からＡＡでは金を払ってはいけない 本を贈るんだと言われ
それを鵜呑みにしてこれまで来てしまいました」と打ち明け
てくれた。では、今沸き上がった伝統７の問題について、ど
うしたらよいと思うか問うてみた 「ぜひその問題について。
も提案してください」との回答であった。
昼休みが明け、委員会の貴重な時間を割いていただき先の

提案をした後に、予定外ではあったが、余剰金の中に「外部
からの寄付」が含まれている旨を指摘した。見渡す限り、メ
ンバーは驚いた表情であった。ＡＡの場合、多くは悪気はな
く、単にまったく気がつかないまま過ちを犯してしまうよう
であると聞いたことはあるが、本当にまったく気がついてい
なかったのだなと実感した。伝統７に抵触しているという事
実は、先の友人関係についてよりも堪えたかのように見受け
られた。

私は、ＡＡの中でも「 の伝統」が好きである。私が伝統12
、 、に好感を抱いている理由は 上手くいったことよりもむしろ

後に続く人たちが二の轍を踏まぬよう徹底的に正直に、失敗
した経験を書いているからである。これこそが本当の謙虚さ
であり、ビルＷの尊敬すべきところと感じている。.
ただし、何人も間違いを犯す権利がある。私も数々の赤面

するような過ちを犯してきた。おかげで、少しは賢くなって

である。
もしも、課長であるあなたが結婚を控えた部下から 「部、

長なんかより、いつもお世話になっている課長に主賓の挨拶
をしてもらいたい」などと頼まれたりしたら、気まずい思い
をするはずだ。きっと、部下と部長の関係、自分と部長の関
係、さらには職場内での人間関係がおかしくなってしまうの
ではないかと心配し、部長にスピーチを依頼するよう部下を
諭すことであろう。それと同じように、関係者にとっても序
列を乱されてしまうと、気まずい思いをすること、その後の
関係を心配することを理解していただきたい。
「いや、そんな序列など馬鹿げたことだ」と、反発を覚え

る方もいるかもしれない。しかし、忘れて欲しくないのは、
、 、保健・医療・福祉などの世界は 序列が歴然としていること

しかもＡＡは、その序列が歴然とした世界の人間とつき合っ
ているということである。社会的な常識を踏み外し、ＡＡの
常識を平然と持ち込まれる以上 「つき合いきれないと」Ａ、
Ａから関係者が離れてしまったとしてもそれは仕方がないこ
とである。何といっても関係者は「友人」にすぎないのだ。
だから、つき合い方を選ぶことができる。愛情が冷めたのな
らば、自然消滅してしまう恋人のごとく、当たり障りなく静
かに身を引く関係者がいたっておかしくはない。
ただし、関係者のなかにも例外があることも知っていてい

ただきたい。都会のように関係者が沢山いるところならば、
静かに身を引くことは可能である。なにしろ、自分ひとりが
抜けたって、まだまだ代わりはいるからだ。ところが、ひと
たび地方になると関係者は俄然少なくなる。その中で身を引
くというのはなかなか難しい。かつ、関係者としてもＡＡは
「いま苦しんでいるアルコホーリク」を助けていただくため
の貴重な社会資源なのである。だから、ＡＡに対し何らかの
否定的な感情を抱いていたとしても 「いま苦しんでいるア、
ルコホーリク」を助けるという自分の仕事を遂行するために
も、そうそうサヨナラするわけにはいかない。ＡＡも関係者
もほど良い関係で共存する必要に迫られているのである。日

、 。 、本全体を見渡してみれば 地方が大勢である そう考えると
関係者とより良い関係を保つという課題は、地方が抱えてい
る深刻な問題であり、地方が大勢である以上、ＡＡ全体で見
直さなければならない問題といえる。
幸い、私が提案させていただいた地域では、真剣にこれら

の問題に向き合ってくれているようである。その謙虚さに感
。 、 、謝したい が ＡＡ全体の問題として考える必要がある以上

当該地域だけが棚卸しをし、埋め合わせの努力をし、述べ伝
えをすればすむものではないだろう。評議会・常任理事会を
含め、ＡＡ全体サービスの中で、ぜひとも取り組んでいただ
きたいと考える。

さて、本来ならばここで苦言は止めにするつもりでいた。
しかしながら 「どうせなら３つ目の問題も書いてもらった、
方がＡＡ全体の問題として取り上げてもらえるのでありがた
い と 地域のメンバーから勇気ある提案をいただいた 長」 、 。「
くなってもその１、その２となればいいじゃないか」との言
葉に励まされ、長丁場になるがもう一つ私の中でわだかまり
となっていたことについて述べさせていただきたい。
これは関係者の立場からは言いにくいことであるが、スピ

ーチに対する謝礼のことだ。先刻、あるイベントで、あらか
じめスピーカーを頼まれた。その際 「ＡＡにはお金がない、
のでお礼は出せません」と、あっけらかんと言われた。あま
りにあっけらかんと言われたものだから、こちらは唖然とし



（４）

いる（と思う 。伝統だって、数々の痛手を被ったおかげで）
学びとった経験的な知恵の蒸留である。せっかく犯した過ち
を過ちのままにせず、またこの経験を特定の地域の問題、な
いしは、過去の問題と処理することなく、ぜひとも後に続く
人たちが同じ轍を踏まぬよう、生きた知恵としてわかちあっ
ていただきたい。
たしかに過ちに向き合うこと、それを改善していくことは

大変なことである。まして、過ちを後世に述べ伝えることは
非常に勇気のいる行為である。けれども、ＡＡには のス12
テップというすばらしいプログラムがあるではないか。この
プログラムは 「私たちのすべてのことにこの原理を実行し、
ようと努力した（ステップ 」とあるように、あらゆるこ12）
とに適用できるのだ。
このたび地域委員会の中で提案させていただいた後、ある

評議員の方が次のようにおっしゃった 「何もヨイショする。
だけが友人ではない。言いにくいことを言ってくれるのも友
人である。ＡＡの目的は酒をやめることではなく、社会の中
で自立することである。そのためには、関係者と対等に話し
合えるよう自分たちが成長しなければならない」と。その通

。 、 、りだと思った 関係者に媚びることなく 依存することなく
自立した成人としてお互いを尊重しあいながら関係者・機関

とよいコミュニケーションが取れていくことが、今後ＡＡに
求められる理想の友人関係なのではなかろうか。

25 30歳を過ぎ青年期を謳歌している日本のＡＡは、来る
周年に向けて評議会憲章の準備に取りかかっていると耳にし

。 、 。ている しかし その前に棚卸しが必要なのではなかろうか
今回提示した、ＡＡの関係者とのつき合い方についての問題
を棚上げにしたまま評議会憲章の採択に突き進んでしまって
良いのだろうか？問題を棚上げにしたまま、形だけがどんど
ん作られてしまっても、中身が成長しないままならば、せっ
かくの評議会憲章も形骸化してしまうのではないだろうか？
外野ながら、憂慮してしまうのである。
どうかＡＡが、ハイヤーパワーの意志に耳を傾けられます

ように。
、 。きっとハイヤーパワーは 良い方向に導いてくださるだろう

今後ＡＡがどのような道を歩むのか、それはＡＡが決めるこ
。 、 。と 私は ハイヤーパワーの配慮を信じて委ねるだけである

日本出版局訳編：アルコホーリクス１）AA
,AA J.S.O.,・アノニマス成年に達する

p.253-254.1

『棚卸のすすめ』

～橋本美枝子さんの原稿掲載にあたって～

広報担当常任理事：木村
今月のニューズレターは、日本 の友人として多くのメンバーにAA

沢山のメッセージを送り続けていただいた、橋本美枝子さんからの長
文の原稿を掲載いたしました。

橋本美枝子さんは、現在、大分大学 教育福祉科学部 社会福祉コ
ース教員のお仕事をなさっておられますが、ノンアルコホーリクとし
て日本 のサービス活動を実践（全国評議会の書記、前回のメンバAA
ーシップ・サーヴェイ集計など）された方で、全体サービス経験者の
多くがご存知の方であります。

今般、橋本さんがこの原稿を にお寄せいただくにあたり、複数AA
、 、の全体サービス経験者 地域サービス委員会等とも話し合われた結果

「ＢＯＸ 」の原稿として執筆されました。この過程でご本人の要916
請もあり、事前に原稿内容を受けた「常任理事会コメント」を用意す
ること及びＢＯＸ原稿としての「妥当性 （ ニューズレター原稿」と」「
したほうがベターとの意見もあり）を常任理事会で検討し、とりあえ

5 AAずはＢＯＸ編集委員会へその判断を委ねました ２００１年第 回（
日本常任理事会議事録参照 。）

、 、その結果 ニューズレター本号への掲載とさせていただきましたが
日本常任理事会としての内容へ立ち入ったコメントは、現段階でAA

は行うべきではないとの判断をいたしました。
ただひとつ、ＡＡ日本全体が「棚卸」の時期に来ているとのご指摘を
受け 「棚卸」がＡＡ日本常任理事会の今後の重要なテーマであると、
の認識を持っていることは、先にお伝えしておきたい。
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２００２年２月７日（木曜日） １
４時（１３時３０分開場）

定員２００名（申込先順）
２００２年１月１０日受付開始
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